
その他施設　個別施設計画

地主町駐車場

管理棟

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

45年

耐用年数 38年

老朽度 118%

施設名

建物名

構造

延床面積 10.7㎡

建築年度 1980年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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その他施設　個別施設計画

地主町駐車場

便所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 12年

耐用年数 15年

老朽度 80%

施設名

建物名

構造

延床面積 19㎡

建築年度 2013年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

西口第1自転車駐車場

第1自転車駐車場

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 83%

施設名

建物名

構造

延床面積 212.91㎡

建築年度 2005年度

経過年数 20年

耐用年数 24年
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その他施設　個別施設計画

西口第2自転車駐車場

第2自転車駐車場

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

33年

耐用年数 31年

老朽度 106%

施設名

建物名

構造

延床面積 766.92㎡

建築年度 1992年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

一ノ関駅西口トイレ

便所

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 34%

施設名

建物名

構造

延床面積 28.29㎡

建築年度 2012年度

経過年数 13年

耐用年数 38年
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その他施設　個別施設計画

青葉さわやかトイレ

公衆トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

施設名

建物名

構造

延床面積 49.3㎡

建築年度 2014年度

経過年数 11年

耐用年数 15年

老朽度 73%

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル
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その他施設　個別施設計画

山ノ目公衆トイレ

公衆トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 13年

耐用年数 15年

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 18.42㎡

建築年度 2012年度
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その他施設　個別施設計画

真滝公衆トイレ

公衆トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 13年

耐用年数 15年

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 18.42㎡

建築年度 2012年度
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その他施設　個別施設計画

西口北駐車場

管理棟

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

37年

耐用年数 24年

老朽度 154%

施設名

建物名

構造

延床面積 9.52㎡

建築年度 1988年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

花泉駅自転車置場

自転車置場

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 65%

施設名

建物名

構造

延床面積 36.1㎡

建築年度 2005年度

経過年数 20年

耐用年数 31年
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その他施設　個別施設計画

清水原駅自転車置場

自転車置場

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

27年

耐用年数 15年

老朽度 180%

施設名

建物名

構造

延床面積 43.7㎡

建築年度 1998年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

油島駅自転車置場

自転車置場

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 20年

耐用年数 31年

老朽度 65%

施設名

建物名

構造

延床面積 33.12㎡

建築年度 2005年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

さわやかトイレ油島

トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 173%

施設名

建物名

構造

延床面積 5.1㎡

建築年度 1999年度

経過年数 26年

耐用年数 15年
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その他施設　個別施設計画

さわやかトイレ花泉

トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

施設名

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 26年

耐用年数 15年

老朽度 173%

建物名

構造

延床面積 26.49㎡

建築年度 1999年度
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その他施設　個別施設計画

さわやかトイレ清水原

トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

配管・ポン
プ類

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

防災
設備

消防設備

防火設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 26年

耐用年数 15年

老朽度 173%

施設名

建物名

構造

延床面積 5.1㎡

建築年度 1999年度
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その他施設　個別施設計画

中央通りさわやかトイレ

トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 200%

施設名

建物名

構造

延床面積 33.75㎡

建築年度 1995年度

経過年数 30年

耐用年数 15年
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その他施設　個別施設計画

旧花泉南中学校

部室

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他
設備

その他
設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 333%

施設名

建物名

構造

延床面積 25㎡

建築年度 1975年度

経過年数 50年

耐用年数 15年
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その他施設　個別施設計画

旧花泉南中学校

物置

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 47年

耐用年数 15年

老朽度 313%

施設名

建物名

構造

延床面積 10㎡

建築年度 1978年度
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その他施設　個別施設計画

国民健康保険猿沢診療所

医師住宅①

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 維持管理・修繕

内容 屋根塗装

経費 223 223

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 223 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 223

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他
設備

その他
設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根 20年

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 118%

施設名

建物名

構造

延床面積 122.45㎡

建築年度 1999年度

経過年数 26年

耐用年数 22年
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その他施設　個別施設計画

国民健康保険猿沢診療所

医師住宅②

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 維持管理・修繕

内容 屋根塗装

経費 201 201

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 201 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 201

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根 20年

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 26年

耐用年数 22年

老朽度 118%

施設名

建物名

構造

延床面積 98.81㎡

建築年度 1999年度
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その他施設　個別施設計画

摺沢駅前駐車場

自転車置場

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

46年

耐用年数 31年

老朽度 148%

施設名

建物名

構造

延床面積 32.59㎡

建築年度 1979年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

除雪機械格納施設

車庫

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他
設備

その他
設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 94%

施設名

建物名

構造

延床面積 189㎡

建築年度 1996年度

経過年数 29年

耐用年数 31年
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その他施設　個別施設計画

除雪機械格納施設

機械保管庫

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 29年

耐用年数 17年

老朽度 171%

施設名

建物名

構造

延床面積 66㎡

建築年度 1996年度
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その他施設　個別施設計画

土木用車両格納庫

車庫①

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

43年

耐用年数 31年

老朽度 139%

施設名

建物名

構造

延床面積 192.03㎡

建築年度 1982年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

土木用車両格納庫

車庫②

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

33年

耐用年数 31年

老朽度 106%

施設名

建物名

構造

延床面積 107.28㎡

建築年度 1992年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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その他施設　個別施設計画

土木用車両格納庫

便所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 32年

耐用年数 15年

老朽度 213%

施設名

建物名

構造

延床面積 1.98㎡

建築年度 1993年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

26



その他施設　個別施設計画

観音堂公衆便所

公衆便所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 160%

施設名

建物名

構造

延床面積 9.72㎡

建築年度 2001年度

経過年数 24年

耐用年数 15年
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その他施設　個別施設計画

興田公衆便所

公衆便所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 20年

耐用年数 15年

老朽度 133%

施設名

建物名

構造

延床面積 9.94㎡

建築年度 2005年度
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その他施設　個別施設計画

山崎公衆便所

公衆便所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 20年

耐用年数 15年

老朽度 133%

施設名

建物名

構造

延床面積 9.94㎡

建築年度 2005年度
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立町公衆便所

公衆便所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20年

耐用年数 15年

老朽度 133%

施設名

建物名

構造

延床面積 3.31㎡

建築年度 2005年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他 その他
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一市公衆便所

便所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

築年数 35年

耐用年数 15年

老朽度 233%

施設名

建物名

構造

延床面積 4.86㎡

建築年度 1990年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

千厩駅駐輪場

駐輪場

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

50年

耐用年数 24年

老朽度 208%

施設名

建物名

構造

延床面積 7.5㎡

建築年度 1975年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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花の駅トイレ

トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 64%

施設名

建物名

構造

延床面積 84.46㎡

建築年度 2011年度

経過年数 14年

耐用年数 22年
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その他施設　個別施設計画

町浦公衆便所

公衆便所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

45年

耐用年数 15年

老朽度 300%

施設名

建物名

構造

延床面積 14.08㎡

建築年度 1980年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

千厩飛ヶ森森林公園

便所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

31年

耐用年数 15年

老朽度 207%

施設名

建物名

構造

延床面積 8.28㎡

建築年度 1994年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

小梨駅前公衆便所

公衆便所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 13年

耐用年数 15年

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 18.42㎡

建築年度 2012年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

柴宿駅前自転車駐車場

自転車駐車場

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 92%

施設名

建物名

構造

延床面積 32㎡

建築年度 2003年度

経過年数 22年

耐用年数 24年
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その他施設　個別施設計画

げいび渓舟発着所公衆便所

公衆便所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

33年

耐用年数 31年

老朽度 106%

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

施設名

建物名

構造

延床面積 19.57㎡

建築年度 1992年度

経過年数

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

花遊園トイレ

トイレ

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 76%

施設名

建物名

構造

延床面積 36.11㎡

建築年度 1996年度

経過年数 29年

耐用年数 38年
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その他施設　個別施設計画

岩ノ下公衆トイレ

公衆トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 18.42㎡

建築年度 2012年度

経過年数 13年

耐用年数 15年
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その他施設　個別施設計画

柴宿駅前広場（柴宿さわやかトイレ）

公衆便所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

29年

耐用年数 15年

老朽度 193%

施設名

建物名

構造

延床面積 33.05㎡

建築年度 1996年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

東風の里案内所・公衆トイレ

案内所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他
設備

その他
設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 83%

施設名

建物名

構造

延床面積 49.68㎡

建築年度 2005年度

経過年数 20年

耐用年数 24年
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その他施設　個別施設計画

東風の里案内所・公衆トイレ

トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 28年

耐用年数 15年

老朽度 187%

施設名

建物名

構造

延床面積 57.78㎡

建築年度 1997年度
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その他施設　個別施設計画

幽玄洞さわやかトイレ

トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 31年

耐用年数 15年

老朽度 207%

施設名

建物名

構造

延床面積 41㎡

建築年度 1994年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

陸中松川公衆トイレ

公衆トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 13年

耐用年数 15年

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 18.42㎡

建築年度 2012年度
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その他施設　個別施設計画

猊鼻渓三好ケ丘トイレ

トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 34年

耐用年数 15年

老朽度 227%

施設名

建物名

構造

延床面積 23.46㎡

建築年度 1991年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修
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その他施設　個別施設計画

スクールバス車庫

車庫

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

16年

耐用年数 31年

老朽度 52%

施設名

建物名

構造

延床面積 211.68㎡

建築年度 2009年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

市営バス車庫（室根）

車庫

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 235%

施設名

建物名

構造

延床面積 99.34㎡

建築年度 1985年度

経過年数 40年

耐用年数 17年
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室根公衆トイレ

公衆トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容 解体

経費 9,603 9,603

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 9,603 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9,603

34年

耐用年数 15年

老朽度 227%

施設名

建物名

構造

延床面積 42.42㎡

建築年度 1991年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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室根公衆トイレ

トイレ

コンクリートブロック造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容 解体

経費 9,603 9,603

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 9,603 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9,603

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 34年

耐用年数 34年

老朽度 100%

施設名

建物名

構造

延床面積 5.3㎡

建築年度 1991年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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折壁公衆トイレ

公衆トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他
設備

その他
設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 18.42㎡

建築年度 2012年度

経過年数 13年

耐用年数 15年
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#N/A

棟名称(棟)

構造主体名称(棟)

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他
設備

その他
設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

築年数 #VALUE!

耐用年数 耐用年数(棟)

老朽度 #VALUE!

施設名

建物名

構造

延床面積 [91]+[92]

建築年度 #VALUE!
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#N/A

棟名称(棟)

構造主体名称(棟)

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

築年数 #VALUE!

耐用年数 耐用年数(棟)

老朽度 #VALUE!

施設名

建物名

構造

延床面積 [91]+[92]

建築年度 #VALUE!
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矢越公衆トイレ

公衆トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容 解体

経費 9,603 9,603

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 9,603 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9,603

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

13年

耐用年数 15年

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 18.42㎡

建築年度 2012年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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イベント広場

公衆便所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

32年

耐用年数 15年

老朽度 213%

施設名

建物名

構造

延床面積 4.9㎡

建築年度 1993年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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室根診療所医師住宅

医師住宅（1）

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他
設備

その他
設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 76%

施設名

建物名

構造

延床面積 127.47㎡

建築年度 1999年度

経過年数 26年

耐用年数 34年
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室根診療所医師住宅

医師住宅（2）

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 26年

耐用年数 34年

老朽度 76%

施設名

建物名

構造

延床面積 127.47㎡

建築年度 1999年度
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その他施設　個別施設計画

室根歯科診療所歯科医師住宅

医師住宅

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他
設備

その他
設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根
R5用途廃止
所管替済

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 100%

施設名

建物名

構造

延床面積 170.44㎡

建築年度 2003年度

経過年数 22年

耐用年数 22年
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その他施設　個別施設計画

室根歯科診療所歯科医師住宅

車庫

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根
R5用途廃止
所管替済

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 22年

耐用年数 31年

老朽度 71%

施設名

建物名

構造

延床面積 54.6㎡

建築年度 2003年度
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その他施設　個別施設計画

国民健康保険室根歯科診療所

診療所

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 26年

耐用年数 50年

老朽度 52%

施設名

建物名

構造

延床面積 227㎡

建築年度 1999年度
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その他施設　個別施設計画

門崎駅前自転車駐車場

自転車駐車場

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

40年

耐用年数 24年

老朽度 167%

施設名

建物名

構造

延床面積 44.8㎡

建築年度 1985年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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その他施設　個別施設計画

陸中門崎公衆トイレ

公衆トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 18.42㎡

建築年度 2012年度

経過年数 13年

耐用年数 15年
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その他施設　個別施設計画

上町公衆便所

公衆便所

コンクリートブロック造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 除却

内容 施設の解体

経費 4,323 4,323

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

配管・ポン
プ類

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 144%

施設名

建物名

構造

延床面積 14.91㎡

建築年度 1976年度

経過年数 49年

耐用年数 34年

63



その他施設　個別施設計画

仁郷さわやかトイレ

トイレ

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

30年

耐用年数 15年

老朽度 200%

施設名

建物名

構造

延床面積 46㎡

建築年度 1995年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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